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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第80期

第１四半期
連結累計期間

第81期
第１四半期
連結累計期間

第80期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 5,721,536 6,178,964 25,771,456

経常利益 (千円) 214,668 129,515 994,355

四半期(当期)純利益 (千円) 118,011 50,963 775,228

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 222,485 81,598 1,034,949

純資産額 (千円) 9,493,567 10,060,562 10,382,327

総資産額 (千円) 18,633,178 20,477,246 20,958,446

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.06 3.47 52.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 7.92 3.41 51.93

自己資本比率 (％) 50.06 46.58 46.63
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等(消費税及び地方消費税をいう。)は含まれておりません。

 

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

 

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、緩やかな景気回復基調で推移いたしましたものの、当社グループの

関連業界では、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動を受け、全体としては厳しい状況でありました。ま

た、原材料価格につきましては、国産ナフサ価格上昇の影響により高値水準で推移いたしました。

このような環境のもと当社グループは、環境対策品の開発、高機能製品の拡販に努めるとともに、近時設立した

連結子会社を早期に軌道に乗せるべく推進したほか、コスト体質の一層の改善のための全社横断的な取り組みを継

続してまいりました。また、旧本社跡地（東京都品川区）で不動産賃貸事業を開始いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は6,178百万円（前年同四半期比8.0％増）となりましたが、

利益面につきましては、原材料価格や電力料金、物流関連費用の上昇や、前年度に設立した連結子会社の営業開始

に伴う先行費用の発生などにより、営業利益は116百万円(前年同四半期比32.6％減)、経常利益は129百万円(前年同

四半期比39.7％減)、四半期純利益は50百万円(前年同四半期比56.8％減)となりました。

　

売上状況につきましては次のとおりであります。

なお、セグメントごとの業績につきましては、当社グループの報告セグメントが１つであるため売上状況を記載

しております。また、接着剤・シーリング材事業の売上状況につきましては、市場別に区分して記載しておりま

す。

① 建築土木関連市場

建築土木関連市場におきましては、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動により住宅建設会社での戸建て

住宅の受注は減少したものの建設中の物件は未だ多数あり、シーリング材や内外装工事用接着剤の売上が堅調に

推移したことから売上高は前年同四半期比4.6％増加の2,865百万円となりました。

② 工業関連市場

工業関連市場におきましては、工業関連市場全体としては消費税率引き上げに伴う下振れがありましたもの

の、弾性粘着剤や導電性接着剤などの高機能製品の売上が堅調に推移したほか、自動車向け接着剤・シーリング

材の売上も増加いたしました。さらに、平成25年8月のCEMEDINE(THAILAND) CO.,LTD.の連結子会社化により同社

売上高が加算されたことから、売上高は前年同四半期比18.0％増加の2,354百万円となりました。

③ 一般消費者関連市場

一般消費者関連市場におきましては、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動などにより、売上高は前年同

四半期比5.5％減少の933百万円となりました。

④その他

その他の売上は不動産賃貸収入であります。賃貸収入は25百万円となりました。
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(2)　財政状態の分析

① 資産　

流動資産は、前連結会計年度と比較し758百万円減少し13,682百万円となりました。これは主に、現金及び預金

が396百万円、受取手形及び売掛金(電子記録債権を含む)が560百万円減少したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度と比較し278百万円増加し6,544百万円となりました。

この結果、総資産は前連結会計年度と比較し481百万円減少し20,477百万円となりました。

② 負債　

流動負債は、前連結会計年度と比較し413百万円減少し8,859百万円となりました。これは主に、支払手形及び

買掛金が246百万円、未払法人税等が143百万円減少したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度と比較し253百万円増加し1,557百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度と比較し159百万円減少し10,416百万円となりました。

③ 純資産　

純資産は、前連結会計年度と比較し321百万円減少し10,060百万円となりました。これは主に、退職給付会計基

準等の適用に伴い利益剰余金が274百万円、配当の実施により87百万円減少したことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

なお、当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針については、特に定

めておりません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は191百万円であります。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因

前事業年度の有価証券報告書の記載から重要な変更又は新たな発生はありません。

 

(6) 経営戦略の現状と見通し

前事業年度の有価証券報告書の記載から重要な変更又は新たな発生はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,167,000 15,167,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 15,167,000 15,167,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 15,167,000 ― 3,050,375 ― 2,676,947
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

株主名簿の記載内容が確認できないため、当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成26年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   (平成26年３月31日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式  504,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式14,634,000  14,634 ―

単元未満株式 普通株式　　29,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 15,167,000 ― ―

総株主の議決権 ―   14,634 ―
 

(注)　単元未満株式には、当社所有の自己株式828株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  (平成26年３月31日現在)

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
セメダイン株式会社

東京都品川区大崎一丁目
11番２号ゲートシティ
大崎イーストタワー

504,000 ― 504,000 3.32

計 ― 504,000 ― 504,000 3.32
 

 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,972,778 3,576,530

  受取手形及び売掛金 7,372,263 6,825,602

  電子記録債権 339,755 326,010

  商品及び製品 1,324,563 1,411,338

  仕掛品 235,175 226,873

  原材料及び貯蔵品 670,833 717,074

  その他 529,709 602,925

  貸倒引当金 △4,552 △4,183

  流動資産合計 14,440,526 13,682,173

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,515,634 2,469,616

   その他（純額） 1,945,963 2,058,060

   有形固定資産合計 ※  4,461,597 ※  4,527,676

  無形固定資産   

   のれん 518,562 500,343

   その他 133,886 212,824

   無形固定資産合計 652,448 713,167

  投資その他の資産   

   投資有価証券 679,023 702,513

   その他 478,791 607,170

   貸倒引当金 △6,304 △6,328

   投資その他の資産合計 1,151,510 1,303,355

  固定資産合計 6,265,557 6,544,200

 繰延資産 252,361 250,873

 資産合計 20,958,446 20,477,246

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,966,500 6,719,699

  短期借入金 510,110 510,000

  未払法人税等 236,210 92,981

  賞与引当金 333,118 194,035

  厚生年金基金解散損失引当金 470,000 470,000

  その他 756,713 872,734

  流動負債合計 9,272,653 8,859,450

 固定負債   

  退職給付に係る負債 865,697 1,160,349

  その他 437,767 396,883

  固定負債合計 1,303,464 1,557,233

 負債合計 10,576,118 10,416,684
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,050,375 3,050,375

  資本剰余金 2,676,947 2,676,947

  利益剰余金 4,370,152 4,055,202

  自己株式 △164,482 △115,640

  株主資本合計 9,932,992 9,666,884

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 54,603 71,361

  為替換算調整勘定 35,306 △5,878

  退職給付に係る調整累計額 △251,003 △193,413

  その他の包括利益累計額合計 △161,093 △127,929

 新株予約権 82,661 42,926

 少数株主持分 527,766 478,682

 純資産合計 10,382,327 10,060,562

負債純資産合計 20,958,446 20,477,246
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 5,721,536 6,178,964

売上原価 4,185,638 4,584,893

売上総利益 1,535,898 1,594,071

販売費及び一般管理費 1,363,073 1,477,582

営業利益 172,825 116,488

営業外収益   

 受取利息 262 612

 受取配当金 7,498 9,462

 持分法による投資利益 21,056 3,261

 為替差益 13,035 4,601

 受取ロイヤリティー 11,656 8,665

 その他 13,291 14,143

 営業外収益合計 66,800 40,746

営業外費用   

 支払利息 1,583 1,084

 売上割引 19,342 20,699

 支払補償費 742 3,693

 その他 3,288 2,242

 営業外費用合計 24,957 27,720

経常利益 214,668 129,515

特別利益   

 投資有価証券売却益 7,479 －

 特別利益合計 7,479 －

特別損失   

 固定資産除売却損 ※ 499 ※ 203

 特別損失合計 499 203

税金等調整前四半期純利益 221,648 129,311

法人税等 91,963 64,883

少数株主損益調整前四半期純利益 129,684 64,428

少数株主利益 11,673 13,464

四半期純利益 118,011 50,963
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 129,684 64,428

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 41,684 16,758

 為替換算調整勘定 31,722 △56,513

 退職給付に係る調整額 － 57,589

 持分法適用会社に対する持分相当額 19,393 △664

 その他の包括利益合計 92,800 17,169

四半期包括利益 222,485 81,598

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 203,590 84,127

 少数株主に係る四半期包括利益 18,895 △2,528
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務

期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が419,229千円増加し、利益剰余金が

274,091千円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益への影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※　国庫補助金等による圧縮記帳額は、次のとおりであります。

なお、四半期連結貸借対照表上ではこの圧縮記帳額を控除して表示しております。

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

圧縮記帳額 137,012千円 137,012千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　固定資産除売却損の内容は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

機械装置及び運搬具 6千円 93千円

その他 492千円 110千円

合計 499千円 203千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 88,422千円   102,598千円

のれんの償却額 13,259千円  16,907千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月19日
定時株主総会

普通株式 58,535 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月20日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日
定時株主総会

普通株式  87,973 6.00 平成26年３月31日 平成26年６月20日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

当社グループの事業は、接着剤類の製造販売並びにこれらに付帯する事業の単一セグメントであるため、記載

を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

当社グループの事業は、報告セグメントが「接着剤・シーリング材事業」のみであり、当社グループの業績に

おける「その他」の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」は不動産賃貸事業であり

ます。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 ８円06銭 ３円47銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 118,011 50,963

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益(千円) 118,011 50,963

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,637,264 14,680,234

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ７円92銭 ３円41銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 260,154 270,854

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

該当事項はありません。 同左

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月５日

セメダイン株式会社

取締役会  御中

 

東邦監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   小　　宮　　直　　樹   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   小　　林　　広　　治   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセメダイン株式

会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セメダイン株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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